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論  文  内  容  の  要  旨 
[研究目的] 
距骨外側突起の先端前方には、突起後方の後距踵関節から連続する関節軟骨がみられるこ
とがあり、これは accessory anterolateral talar facet(以下 AALTF)と呼ばれている。我々は、外
反扁平足など踵骨が外反位にある足部に AALTF が存在する場合、距骨外側突起が踵骨頚部
に衝突しやすく、踵骨頚部への荷重ストレスが距踵関節外側部痛発症の要因であると考えて




距骨外側突起の先端を形成する角度(talar infero-lateral surface; TILS angle)の計測を行い、
計測値と AALTF との関連性を中心に考察を行った。 
[方法] 
系統解剖学実習に使用された献体を用いた。なお本研究を行うに当たってはヘルシンキ宣
言に従い[Declaration of Helsinki in 1995 (as revised in Edinburgh in 2000) ]、名古屋市立



























中、AALTF は 26%にみられたが、この頻度は Sewell (J Anat Physiol; 1904)をはじめ、他の報



















番号 966）。遺体はホルマリンで固定されていた。距骨を剖出した遺体は、男性 12 体（平均年
齢 78.9 歳）、女性 11 体（平均年齢 92.5 歳）であった。剖出時に破損が著しく、軟骨について
判断しにくいものはデータから除外した。その結果、男性 11 体（22 距骨）、女性 11 体（21 距
骨）の合計 43 距骨を本研究のデータ対象とした。距骨外側突起にて、突起後方の距骨側後距踵
関節面から前方に連続した関節軟骨面が 5mm 以上あるものを AALTF 陽性、その他を陰性とし、ま
た距骨外側突起先端の角度を talar infero-lateral surface (TILS) angle と定義した。 
【結果】AALTF 陽性例は 43 距骨中、11 距骨（26%）であった。なお、両側の距骨とも観察可能で
あった 21 遺体中 5 遺体では AALTF が両側に存在していた。TILS angle の左右差、男女差につい
て検討したところ、測定値は、右側：92.4±13.6°；左側：92.5±13.8°、男性：91.8±
13.2°；女性：93.1±14.2°であり、有意差はなかった。一方で TILS angle は、AALTF 陽性例
で 110.0±5.0°なのに対し、陰性例では 86.4±9.6°と、AALTF 陽性例は陰性例に対し有意に
TILS angle が大きいことが判明した。 
【考察】全観察足中、AALTF は 26%にみられ、これは Sewell (J Anat Physiol; 1904)らの報告と類似
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